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●２００８年 北海道モビリティカフェでサイクルシェアについて考える

「北海道モビリティカフェ」：有識者、企業、学生を交えた体験型検討会

●２００９年～２０１０年 実証実験

北海道で初の本格的実証実験を開始（札幌市厚別区の一部、札幌都心部）

規模を拡大して事業化を多角的に調査・検討

●２０１１年～２０１４年 札幌みんなのサイクル「ポロクル」事業化

株式会社ドーコンモビリティデザインによる運営

→ 4年間で、登録件数9,000件、利用貸出数42万回。

●２０１５年 NPO法人ポロクルによる運営がスタート

2014.11.4 NPO法人ポロクルを設立。

都市が抱える様々な社会問題の解決に「ポロクル」をより一層役立てたい

→ 社会に貢献し、市民・企業にも参画いただける取り組みをしよう！
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１．ポロクル誕生からNPO法人ポロクルの現在
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１．ポロクル誕生からNPO法人ポロクルの現在

・・・が、キビしい収支状況。

でも、続けていかなければならない！

運営改善に向けたポロクルの方向性は？

札幌の

まちづくり

人づくり

魅力づくりに

貢献したい！

私達の目的や活動事業に賛同してく
れた「あなた」の、参画・連携・協
力・寄付により活動事業を継続

空前の

インバウンド観光

この

チャンスを

活かしたい！

インバウンドを含む観光利
用を促進し、事業収支改善
につなげる
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１．ポロクル誕生からNPO法人ポロクルの現在

●団体の目的

・札幌都心部による短距離の移動を行う市民や観光客に対して、自転車の共同

利用手段を提供することで、市民や観光客の行動範囲の拡大を促し、札幌都心

部の活性化に寄与すること。

・市民へ自転車の共同利用の提供を通じて、自転車利用のルールやマナー、環

境負荷低減に関する啓発活動を行い、違法駐輪の削減によるまちなみ景観の向

上、札幌都心部の環境保全に寄与すること。



１．ポロクル誕生からNPO法人ポロクルの現在

サイクルシェアリング事業

その他目的を達成するために行う附帯事業

自転車利用のルール・マナー
環境負荷軽減に関する啓発活動事業

交通安全や環境保全に関する
情報提供事業

HP/SNS等による情報発信

自転車共同サービスの提供/運営管理 ・自転車のルールマナー向上に向けた活動への参加
・イベント企画、実施

・広告事業
・都市型サイクルツーリズム推進プロジェクト
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実施

協 働

事務局１０名 運営管理、企画・連
携検討、製作、広報、営業、登録受
付窓口、ポート設置撤去 など

約５０名の学生中心スタッフがサ
ポートセンターを運営。
ポート自転車の点検メンテナンス、
自転車再配置、利用中の問い合わせ
など

運営

NPO法人ポロクル

NPO法人ezorock

実施
概要

営業期間：2015年5月１日～10月31日（６ヶ月間）
営業時間：7：30～21：00
自転車台数：350台 ポート設置箇所：44ヶ所
料金体系：登録料324円、カード代540円（送料432円）

１ヶ月プラン1,620円・１回プラン108円／30分
法人プラン3,240円／60分、１日パス1,080円

認証媒体：専用ICカード、おサイフケータイ、SAPICA
決済方法：クレジットカード、請求書払い

２．サイクルシェアリング事業
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ラック

前輪ロック

コントローラー

リーダー
貸出ランプ
エラーランプ

登録用リーダー

MADE IN SAPPORO
企 画 ：(株)ドーコン
自転車製作 ：武田産業(株)
ポート製作 ：(株)土谷製作所
通信システム：シスコン(株)

自転車デザイン：南雲勝志氏

２６インチ
３段変速
自動点灯ライト

２．サイクルシェアリング事業
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２．サイクルシェアリング事業

４４拠点のポートと１１箇所のピットで展開４４拠点のポートと１１箇所のピットで展開



◎市民・観光客が利用しやすい場所に

◎放置自転車問題で困っている企業と連携

●サイクルポートの設置

２．サイクルシェアリング事業

【市役所】
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【ホテル】 【観光地】

バリケードからバリケードから ポロクルポートへポロクルポートへ



【北１条通 アーバンネット札幌ビル前南側】
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◎まちづくり株式会社と連携し、歩道上にポートを設置

◎自転車走行環境改善の社会実験に協力、歩道上
にポートを設置

北1条通(国道）の自転車走行空間社会実験
（ブルーレーンの設置）に協力。

⇒車道側から乗入可能なポートを設置

２．サイクルシェアリング事業

●サイクルポートの設置

【札幌第一合同庁舎前】 【南１条通 JCB札幌東ビル前】 【南１条通 大丸藤井セントラル前】



２．サイクルシェアリング事業

●運営の様子
◎ルール・マナーを守りながら運営することで、市民の模範となっている
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ハンドサインハンドサイン

車道左側走行車道左側走行

歩道押し歩き歩道押し歩き



●運営の様子
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２．サイクルシェアリング事業

◎自転車の点検、ポートの点検、自転車の台数調整、ポート周りの清掃、利用
中のお客様からの問合せなど。

◎ユーザーとのコミュニケーションも増加（挨拶、声かけなど）。
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２．サイクルシェアリング事業
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●2015年度 利用実績
【登録者数と累計利用回数】

2015年度

登録（一般・法人）約1,000件

年間利用回数約95,000回、平均利用回数約520回/日、最大利用回数約870回/日

自転車回転率平均1.7回/台・日、最大2.8回/台・日

登録件数10,500件を突破登録件数10,500件を突破



3．「ポロクル」を通した社会貢献活動事業

◎自転車の楽しさや知識を伝えつつ、ルールやマナーへの関心を高めることを
目的としたイベント “自転車day” を企画、実施。

●2013～2014年度 自転車利用のルール・マナー向上にむけた取り組み

【ブースでの声かけ】

14【まちなか体験走行】



●2015年度 自転車利用のルール・マナー向上にむけた取り組み
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3．「ポロクル」を通した社会貢献活動事業

◎イベント “SAPPORO♡BICYCLE DAYS” にて、
自転車免許教習所を企画・運営。

教習を通し、“歩行者への思いやり” “自分への
おもいやり（安全確保）をテーマに、行動変容の
きっかけづくりに挑戦。

学科
教習
39 ％

運転
教習
15 ％

路上
教習
20 ％

元々守っ
ている
24 ％

無回答
2 ％

＜自転車免許教習所＞

⇒ 学科教習
⇒ 運転教習
⇒ 路上教習
⇒ 卒業検定
⇒ オリジナル免許を交付

【行動変容のきっかけ】



【警察による学科教習】 【受講者の様子】 【ホコテン仮設コースでの教習】 【路上教習】

【免許交付式】【交付の様子】【交付後の受講者】【企画運営に携わったスタッフ】

3．「ポロクル」を通した社会貢献活動事業
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自転車免許教習所

【ポロクルデコデコ】【自転車シミュレーター】 【駐輪場案内MAP】【自転車メンテナンス】



◎参加スタッフの声

「押し歩きをしている人が増えてきたように感じた」

「地道に続けることが大事だと感じた。継続的に活動していきたい」

「自転車の問題や社会について考えるきっかけになった」

「この活動がきっかけに市全体の意識が変わっていけばいいと思う」

3．「ポロクル」を通した社会貢献活動事業

◎自転車と歩行者が多く錯綜する札幌駅前通大通付近にて、さっぽろ自転車押し
歩きキャンペーンに協力。大通まちづくり株式会社と連携して啓発活動を実施。
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【押し歩き出発式】

【啓発冊子の配布】

YES
393
68%

NO
176
31%

どちらでもない

6
1%

賛成

483
93%

反対

23
4%

どちらでもない

14
3%

【大通で自転車が怖いと

感じたことはありますか？】

【歩道が混雑している場所で

押し歩きを推奨することに】



4/10 LOVE&MANNERサイクルキャンペーン

5/1～10/31 西2丁目線管理

5/29 ごみゼロの日キャンペーン

7/19 TOWN

7/25 まちなか運動会

8/10 道路ふれあい運動（道の日街頭啓発）

8/28 サイクリングガイド養成講座

9/1～10/31 押し歩きキャンペーン

9/4,10,17,24 サイクルマナーアップキャンペーン

9/5 Make A Wishチャリティマラソン

9/13 ミニ大通祭り

9/19,20 SAPPORO LOVE BICYCLE DAYS

10/13 西5丁目社会実験模範走行
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3．「ポロクル」を通した社会貢献活動事業



●まちの防災に向けた取り組み
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3．「ポロクル」を通した社会貢献活動事業

◎北海道開発局札幌開発建設部

および札幌市との災害協定を締結。

【2015年4月27日 北海道通信】【2015年3月17日 北海道建設通信】
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【１日パス】 登録なし・現金払い

販売窓口：北海道さっぽろ観光案内所、ホテル（２４ヶ所）

ＪＲ北海道旅行商品オプション、じゃらんねnet

【ガイド付ツアー】観光団体との連携

【プロモーション】ＨＰ・ＳＮＳ・ホテル（パンフ部屋置など）

札幌市広報ＨＰ掲載・旅行雑誌など

【利用促進ツール】散策MAPの製作

【利用促進連携】 カフェなどに「ピット」設置11ヶ所（ポート無）

４．「ポロクル」を通した観光魅力づくり

●2015年度 観光利用の取り組み



◎エコモビリティの連携による都市型ツーリズム推進プロジェクト

環境省「地域における草の根活動支援事業」。一社）シーニックバイウェイ支
援センターと共同で、エコモビリティ（自転車・ベロタクシー）を使ったツアー
ガイドの養成講座や、モニターツアー、モデルプランの企画・検討を実施。
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４．「ポロクル」を通した観光魅力づくり
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◎2015年度 観光利用実績

４．「ポロクル」を通した観光魅力づくり

申込者数は昨年の1.2倍申込者数は昨年の1.2倍

【１日パス販売数と販売窓口数】

【申込者の居住地】

【月別の利用者数】
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４．「ポロクル」を通した観光魅力づくり

【札幌市平成27年度上期観光客入り込み状況資料】

・2015年度上期観光客855万人、前年度上期比1.3％増加

・外国人宿泊者数は86万人で過去最多、前年度上期比44.3％の増加

◎2015年度上半期の来札観光客数

●2016年度 インバウンドへの貸出開始
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◎取り組み

・「1日パス」販売

・アンケート、ヒアリング調査

・札幌の魅力情報発信
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５．「ポロクル」を通したその他事業

●広告事業

◎整然と並んだポロクルの車体広告。歩行者や利用者から注目度が高い
◎社会貢献活動・地域活性化（観光促進）を通じて、社会性の高いポロクル

⇒企業イメージ、商品イメージを高める新しい広告メディアへ

【市民参加（ボランティア）】



◎広告事業×ＣＯ2削減に向けた取組み

環境省が推進する「Fun to Share」の取組みに賛同し、

車体広告とmap広告を展開

「COOL CHOICE」とは・・・ 未来のために、いま、地球にやさしい製品・サービス・
行動を選ぶこと。ポロクルを移動手段として選択するこ
とは「賢い選択」すなわち「COOL CHOICE」

５．「ポロクル」を通したその他事業
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